
校外学習の取り組みが進んでいます！ 

 1１/２８(木)に校外学習があります。11日（月）は、各班で、各自、調べた見学したい   

場所を班員にプレゼンをしました。タブレットを使って、プレゼンをするのは、初めての取り

組みでしたが、どうだったでしょうか。社会に出ると、相手に分かるように自分の考えを述

べる、タブレットを用いて、プレゼンをすることは沢山あると思います。今回、お互いを評価

することは、やりませんでしたが、自分の作った資料を次のポイントで確認して、次につな

げましょう。 

□ フォントは、見やすいか。 ⇒ 1ページに文字を多くいれない。 

  □ 文字の数は、多くないか。 ⇒ 情報は、最低限にする。 

□ 字体は、見やすいか。 ⇒ UDデジタル教科書体が見やすいです。 

□ 背景の色、文字の色、見やすいか。 

 

 

                           いよいよ、コース作りに入っていきます。班で見学する場

所が決まると、拝観料、どの電車に乗るのかが決まると、

交通費が決まります。会計係の人は、タブレットで検索し、 

                           事前に配布された青い紙に記入し、クラス代表に提出

してください。 

期末考査が終わりました。振り返りを大切に 

  先週、期末考査が終わりました。今週から、テストが返却されます。よく聞く質問で 

Q.勉強しているのに、テストで点がとれないのはどうしてですか？ 

A.今やっている勉強のやり方が自分に合っていない場合が多いです。 

  例えば、「暗記」の仕方は、それぞれの人によって合う、合わないがあります。暗記す

ることは早いのに、暗記したことをすぐ忘れるなら、「覚えたら終わり！」ではなく、「覚

えたことを忘れないようにしよう！」という考え方に切り替えていく必要があります。この

ことに自分で気付かなかったら、一度、覚えただけで、やった気になってしまいます。

「自分はどれくらいのタイミングで何回、繰り返して覚えれば、記憶が抜けなくなるか」

ということを自分で把握することが大切です。そのタイミングを家庭学習に取り入れて

みましょう。 

要は、テストで点がとれない→勉強して「知ったつもり」になっていることが多いと

いうことなのです。「知っている」ことと、「理解している」「できる」は全く別ものです。

「知っている」だけでは、勉強の成果は出ません！ 

 

                            

超えなければならない壁 

                            

  超えなければならない壁は、「粘り強い取組」と「学習を自分で調整する」ことで

乗り越えられます。今日から自分の学習を振り返り、家庭学習で実行に移していきま

しょう。 

テスト返却後、すべての教科でテスト直しを必ず、やりましょう。できなかった所は、

そのままにしないことが大切です。解説を聞いても分からないとき、あきらめずに先生

や友達に聞きましょう。そして、テスト直しノートをつくるとき、数学なら、正しい答えだけ

書くのではなく、どの公式を用いて計算するのか？途中式のどこを間違えたか？求め

方も書いて取り組みましょう。次につながる勉強をしていきましょう。 
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